東海地区医学図書館協議会・平成19年度実務担当者会議（2008.1.25）アンケート結果
　　　　　　　参加者（講師含む）･･･63名　　　アンケート提出･･･38名　　（回収率　60.3％）　　　
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Ⅰ.　今回の実務担当者会議について、該当するものに○を付しご意見をお書き下さい。

（１）テーマ・講義内容について

	1.良かった
	33
	2.普通だった
	4
	3.良くなかった
	0
	4.その他
	0
	無回答
	1

	· 色々な図書室を知ることができました。

· 患者図書室の紹介
· 各図書室の事例が聞けて良かった。
· 当院の現状にあっていた。（今秋open予定）

· 患者図書室の参考になった。

· 患者図書室や連携の試みの現状を聞くことができて参考になりました。

· 患者図書室開設は難しいけれど、予算が無くても運営されている機関もあると知り、心強く感じた。

· 実践的であった。

· 初めての参加です。今回のテーマを学ぶ目的での参加ですので満足です。

· テーマが明確で、内容も充実していた。患者図書室に興味のない機関には参加しづらいプログラムだと思っていたが、参加してみて、患者図書室に対する興味がわいてきた。


（２）特に印象に残った内容をお聞かせください。（自由記述）
	第1部　･･･　16　
	　第2部　･･･　11
	　第1部・2部両方　･･･　3
	無回答　･･･　8

	· 事例発表
· 各図書館の事例が聞けて良かった。

· さまざまな図書室の事例をスライドを交えて紹介してもらって今後の参考になった。考え方も参考になった。

· 患者図書室報告

· 他施設の方と話をしたこと

· それぞれの患者図書室紹介

· 患者図書室紹介

· 患者図書室紹介1～5　身近な例を紹介してもらい、とても興味をもって聞くことができた。

· けっして広くはないスペースでも医療情報サービスのできることが分かりました。

· 患者図書室と一言で言っても内容は様々であるということがわかり、ためになりました。

· 東邦大学の方の報告が患者図書室を作る上で大いに参考になりました。

· 東邦大学「からだのとしょしつ」 / アンケート調査結果･･･今後の図書館の参考にしていきたい。

· 東邦大学医療センター大森病院の紹介　経緯ながれ等 / 池上さんの全国の患者図書室の紹介 / 名市大の選書紹介・分類が勉強になりました。見学もできよりよい参考となりありがとうございました。

· 患者図書室紹介2　高山赤十字病院「ラウンジ図書コーナー」の紹介･･･現状をみつめ、良い点･悪い点を正直に話していただいた印象をうけました。

· 公開型患者図書室の事例（大雄会さん）･･･当院としては一番実現できる可能性が高そうで、たいへん参考になる事例でした。
· 「東海地区における患者図書室の現状」により実態がわかりました。

	· 愛知医大の地域図書館との連携について

· 私立大学が単独で公共図書館と連携していることに驚きました。

· 地域健康支援の可能性

· パスファインダーについて

· 第２部の連携です。患者図書室のあり方の参考になりました。

· 市川さんのお話がとてもわかりやすくすばらしいと思いました。いろんなネットワークが発展して、連携できれば、患者さんにとっても病院にとっても良いことだと思います。

· 市川さんの講演

· 市川さん

· 第２部の発表（3）
· 地域貢献・地域連携において大学図書館の役割の可能性について考えさせられました。患者図書室は人と組織がタイアップしないと運営がなかなか難しいと感じます。

· 患者図書室の現状 / 実践から考える地域健康支援の可能性

· 事例紹介 / パスファインダーの可能性


（３）運営・進行（時間配分、会場等）について
	1.良かった
	24
	2.普通だった
	14
	3.良くなかった
	0
	4.その他
	0

	· 第1部のグループ分けは、同じ人数になるようにあらかじめ準備していただきたかった。（交流という点ではよかったと思います）

· 駅からのアクセスが良いのは嬉しい。

· 一日では足りないほど充実した内容でした。

· 適当だったと思う。

· 質問時間がもう少しあるとよかった。

· 第1部②がもう少し時間があればよかったと思います。

· 簡単な名札等を各自で用意しても良かったのでは･･･（東海地区の機関と名前を覚えたい）


Ⅱ. 今後の実務担当者会議について、希望されるテーマをお書き下さい。（自由記述）
	· 図書館のHP作成術

· 一つのテーマに関してリンク集を作成する等、グループワーク

· 大学と病院、公共図書館のコラボレーション

· 医学図書館と公共図書館の連携の試みのその後や新しい事例があればまた聞きたいです。

· また数年後にも、患者図書室の情報交換の場があるとよいなと期待します。

· 患者図書室第2部として「選書」「運営」「レファレンス事例」etc.　に分けての講習会があると良いです。

· 理想とされる患者図書室と患者図書室の現状について：求められるものも現状も日々変化しているので、様々なところの生の声をきかせていただきたい。

· 病院図書室（職員用）について

· 利用者教育の事例・工夫していること

· 電子ジャーナルの登録の仕方および実習

· 東海地震に備えて、図書館の災害対策

· 研修医、または看護師への図書館サービス

· 「東海目録Web」利用方法、相互貸借の方法・使い方・マナーなど、初心者向け・初心にかえって改めてご指導願いたい。

· レファレンス事例など（2）　


Ⅲ.　その他ご意見・ご要望などありましたら、ご自由にお書き下さい。（自由記述）
	· 患者図書室の開設の予定はありませんが、興味を持って聞くことができました。私にとって“こんな図書室があったらいいなぁ－”と考える時間が持ててよかったと思います。ありがとうございました。

· 患者図書館における費用・運用について再度確認できました。Dr.が個人的に公開している本棚を患者向けに利用していますが、「あり方」について考えさせていただける場でした。ありがとうございました。

· 患者図書館の企画が持ちあがりましたが、一般書の予算がなく、近隣の公共図書館に飛びこみでいきました。一般書の大量貸出は可能とのこと、現在は患者図書館の話はとどこおっておりますが、開設時は公共図書館の蔵書を利用する予定です。

· アンケートに書いた自由記述分の回答をディスカッションする時間が欲しかった。

· 名札を付けていないと誰か分からない。ただ話を聞いて帰るのではなく、参加者同士が交流を深められる場があるといい。

· 運営は大変だと思うが回数をもう少し増やしていただけたらと思います。

· 主な洋雑誌のタイトルを和訳してほしい。

· 「患者さんの知る権利」患者さんへの情報提供を、たくさんの事例報告と一緒に聞けて良かったです。自図書室にも院長の「つるの一声」があればいいなぁ･･･

· ご案内ありがとうございました。よい経験ができましたら、いつかご報告したいと思います。

· 大変参考になりました。ありがとうございました。

· 今後の参考にしたいと思います。ありがとうございました。

· ありがとうございました。見学会も参考になりました。

· とてもいいお話をありがとうございました。

















